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開会 午後 １時４９分

◎開会宣告

〇議長 水島美喜子君 ただいまから予算審査特別委員会を開きます。

◎正・副委員長の互選

〇議長 水島美喜子君 お諮りします。

正副委員長の互選については、慣例により私から指名することにご異議ありませんでし

ょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、私から指名いたします。

予算審査特別委員長には多比良和伸委員、同副委員長には中道博武委員を指名いたしま

す。

休憩 午後 １時５０分

〔委員長 多比良和伸君 着席〕

再開 午後 １時５１分

〇委員長 多比良和伸君 ここでお諮りします。

本日の委員会に一般傍聴の方から委員会傍聴の申出がありました。このことについて許

可することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、委員会傍聴を許可することに決定しました。

暫時休憩します。

休憩 午後 １時５１分

再開 午後 １時５１分

◎開議宣告

〇委員長 多比良和伸君 直ちに議事に入ります。

〇委員長 多比良和伸君 本委員会に付託されました議案第３号 砂川市後期高齢者医療

に関する条例の一部を改正する条例の制定について、議案第４号 砂川市国民健康保険条

例の一部を改正する条例の制定について、議案第１号 令和２年度砂川市一般会計補正予

算、議案第２号 令和２年度砂川市国民健康保険特別会計補正予算の４件を一括議題とし

ます。

お諮りします。審査の方法としては、まず予算先議議案の審査を行い、次に一般会計を

行うこととし、歳出を款、項ごとに、続いて歳入の順で審査を行い、次に特別会計の歳入

歳出を一括審査する方法で進めたいと思います。このことにご異議ありませんか。
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、そのように進めてまいります。

初めに、議案第３号 砂川市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定

についての審査に入ります。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで質疑を終わります。

続いて、討論に入ります。討論ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

討論なしと認め、これで討論を終わります。

これより、議案第３号を採決します。

本案を、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、原案のとおり可決されました。

続いて、議案第４号 砂川市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定についての

審査に入ります。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで質疑を終わります。

続いて、討論に入ります。討論ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

討論なしと認め、これで討論を終わります。

これより、議案第４号を採決します。

本案を、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、原案のとおり可決されました。

これより補正予算に入ります。議案第１号 令和２年度砂川市一般会計補正予算の歳出

から審査に入ります。

１４ページ、第３款民生費、第２項児童福祉費について質疑ありませんか。

辻委員。

〇辻 勲委員 １点、子育て支援給付金のことについてですけれども、児童手当の関係、

これは国と同じく１人１万支給ということですけれども、手続等は先ほど公務員の関係は

手続ないということだったのですけれども、それは全部国と同じような支給の仕方ですか、

対象も含めてその辺の確認ですけれども。

〇委員長 多比良和伸君 社会福祉課長。
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〇社会福祉課長 安田 貢君 市の子育て支援給付金事業の支給に関しましては、今回国

の臨時特別給付金支給事業について市から通常児童手当を受給なさっている方々について

は、これは申請行為がなく、また支給日についてもできれば通常の児童手当、６月が支給

月でありますが、その際に併せてということでありますので、国の臨時特別給付金事業並

びに市の子育て支援給付金事業につきましても一般の児童手当を受給なさっている方には

申請行為なく、６月中に支給をしてまいりたいと考えてございますが、公務員の方につい

て総支給人員として今１，６５２万円を計上しているということで対象人員は１，６５２

人の見込みでありますが、このうち公務員については約４００人程度と見込んでおります

けれども、こちらの方については国の制度として通常市の児童手当の予算の中には、公務

員の方は勤務先から受給されておりますので、市の予算には入ってきておりませんが、今

回国の臨時特別給付金支給事業については公務員の方に対しても市から支給するようにと

いうことであり、申請行為を経て支給決定をしてまいりたいと。ついては、市の子育て支

援給付金支給事業についても、それは国の申請行為をもって申請がなされたとみなす形で

支給を行ってまいりたいと考えてございます。

〇委員長 多比良和伸君 高田委員。

〇高田浩子委員 先ほど議場でも質問させていただきましたが、まず手数料ということで

計上されておりますけれども、どのようなことで手数料がかかるのか、内容について伺い

ます。

〇委員長 多比良和伸君 社会福祉課長。

〇社会福祉課長 安田 貢君 予算に計上している手数料につきましては、通常給付金の

事務について手数料は無料となっておりますけれども、今回国に関しても市の子育て支援

給付金についても臨時特別な事業であるということから、支給決定された方に振り込むに

当たっては振込手数料がかかるということで予算を計上させていただいたところでござい

ます。

〇高田浩子委員 これからも迅速な対応でよろしくお願いします。

〇委員長 多比良和伸君 他にご発言ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

次に、１６ページ、第７款商工費、第１項商工費について質疑ありませんか。

高田委員。

〇高田浩子委員 それでは、商工費に関して質問させていただきます。

先ほど議場でも質問させていただきましたが、各項目、商工費でたくさんの事業をされ

るような内容になっておりますけれども、議場でも説明があったかと思いますが、それぞ

れの給付金事業における想定の件数について伺いたいのと、飲食業等雇用継続支援給付金

の支給基準と支援額についても詳しく伺いたいと思います。

〇委員長 多比良和伸君 商工労働観光課長。
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〇商工労働観光課長 為国修一君 初めに、商工労働観光課所管分の４つの支給事業の件

数についてでありますけれども、一番最初の事業継続支援給付金につきましては９５事業

者を見込んでおります。次に、店舗等確保支援給付金につきましては５５事業所、あと飲

食業等雇用継続支援給付金につきましては８事業所、休業支援金については３５事業所を

予定しております。

それとあと、飲食業等雇用継続支援金についての支給の区分でありますけれども、従業

員数が６人以上１０人以下の場合は３０万円、従業員数１１人以上２０人以下の場合は５

０万円、従業員数２１人以上は７０万円を支給するということにしております。

〇委員長 多比良和伸君 土木課副審議監。

〇土木課副審議監 岩﨑賢一君 水道料金等支援給付金の予定されている数ですけれども、

宿泊施設で７施設、飲食店では８９店舗を予定しております。

〇委員長 多比良和伸君 高田委員。

〇高田浩子委員 まず、支給対象の店舗数について伺いました。先ほど水道料金のことに

ついても３か月ということで、答弁をもう一度伺いたいと思いまして、ほかの市町村では

６か月と見込んでいる市町村もございますけれども、砂川市においての見解について伺い

ます。

〇委員長 多比良和伸君 建設部長。

〇建設部長 近藤恭史君 水道料金等支援給付金の支給期間でございますが、先ほど本会

議場で私から答弁させていただきましたように４月から６月までの３か月分としていると

ころでございます。今委員さんから６か月という支給もあるので、そういう拡大の対応が

できないかというご質問があったところでございますが、今回のこの支援給付金につきま

しては新型コロナウイルス感染拡大に伴いまして一時的に水道料金等の支払いが困難な事

情があるお客様に対しまして、今回の新型コロナウイルス感染症の予防対策によりまして

経営に大きな影響を受けている現状を踏まえて、また先ほどもご答弁させていただきまし

たように国の緊急事態宣言の発令期間などを考慮して現状３か月とさせていただいたとこ

ろでございます。このことから、６か月となりますと７、８、９という後の期間になりま

すけれども、こちらの対応につきましては感染症の拡大状況等いろいろな状況、動向等を

踏まえながら考えていく必要があると思っていますので、現状７月以降の対応については

まだ決まっていないという状況でございます。

〇委員長 多比良和伸君 辻委員。

〇辻 勲委員 それでは、細かい部分をお聞きしたいと思うのですが、全部の事業そう

なのですけれども、総括でもありましたように申請に対しての特に窓口という部分で確認

したいのですけれども、相談窓口の関係なのですが、国のほうでは市の窓口を考えている

ようだということで設置も考えているということだったのですけれども、それは国の部分

の事業の関係なのか、今回のこれに対しての相談はどう考えているのか、その辺のところ
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をお伺いしたいと。

〇委員長 多比良和伸君 商工労働観光課長。

〇商工労働観光課長 為国修一君 総括の中でお答えした部分ですけれども、国の持続化

給付金につきましては中小企業庁から一般社団法人のサービスデザイン推進協議会という

ところに委託をしておりまして、そこの委託業者と日本商工会議所が連携を取りましてそ

れぞれの市町村に最低１か所の支援窓口をつくろうということで今取組を進めております。

砂川市の場合は、今オンラインで国の給付金の手続はされていますけれども、砂川市の場

合は６月１日以降に今のところ１か所設置されるということをお聞きしておりますので、

国の支援金についてはそちらのほうで手続をしていただきたいということで周知をしてお

ります。

それと、我々の砂川市の独自の給付金の受付ですけれども、総括でもお答えしたように

原則３つの密を避けるために郵送でのやり取りを想定しておりますが、どうしても申請手

続に戸惑う方につきましては商工労働観光課が窓口となって電話でご相談にも応じますし、

場合によってはこちらから出向いていって必要な書類というものを選別した中で受付をし

たいと考えております。

〇委員長 多比良和伸君 辻委員。

〇辻 勲委員 それで、例えば、一つの事業で道が行っている休業支援事業ですか、支

援金の関係で今先ほどの答弁で３５事業所を一応想定しているということなのですけれど

も、先月２４日の社会経済委員会でもお話をしたと思うのですが、市で独自の上乗せはし

ないのでしょうかとお伺いしたときに検討しているということで今回このように出てきた

のかなと大変うれしく思っているのですけれども、その中でお話をしたように前回道のチ

ラシも案内しましたと、それは観光協会に入っているとか、飲食協会に入っているところ

はいいのだけれども、それ以外のところもあるわけです。ですから、この３５事業所を想

定しているというのが５０とか、そうなるということも考えられるのでないかと思うので

すけれども、ただ休めないよというところもあるかもしれないので、これより減るかなと

思ったりもするのですけれども、そのときに入っていないところにきちんと連絡が行かな

ければ、せっかく大変な中やっているのに漏れたら困るよという、先ほど部長からこちら

から思われるところにも後ほど出したいということを言っていただいたのですけれども、

その辺のところを私は委員会が終わった後に７日まで休みますよと掲示してあるところを

確かめて、そしたらテナントでもやっているということで、大体網羅されたのかなと思っ

て安心したのですけれども、今回１５日まで延びましてまた大変な状況になっているので

すけれども、そういったところの手当てというのがまずどうされるのかを聞きたいと思う

のですけれども。

〇委員長 多比良和伸君 商工労働観光課長。

〇商工労働観光課長 為国修一君 最初の休業要請に基づく支援金の給付に当たっては、
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商工会議所、また飲食業協会と連携を取りましてそれぞれに掲示の仕方というのをお示し

させていただきました。あれは、４月２５日からだったと思うのですけれども、その日私

も市内を回ってみますと、加盟していない店でもきちんと表示をされていたので、そうい

う枠組みを超えた中で皆さん連携を取っていられるなと感じております。それと、今回こ

ちらから対象となるであろう事業所に先んじて郵送するわけですけれども、それにつきま

しては一番最初に商工会議所の会員名簿、次に観光協会の会員名簿、それを合算させた上

に電話帳での突き合わせも行っていますので、恐らく漏れはないと思いますが、もし漏れ

ていた場合は同業種間で情報交換をしていただいてお問合せをいただきたいと思っており

ます。

それと、今道の休業要請への上乗せですけれども、道は法人と個人事業者と、あと７時

以降の酒類の自粛要請と、この３つのパターンになっておりますが、今砂川市で上乗せす

るのは個人事業者だけ、要は２０万円の給付を受けられない人だけに１０万円を給付する

ということです。個人事業者で休業要請対象施設になっている人たちというのは、スナッ

クとダンスホールが主でありまして、そこの全部の件数を数えたときに先ほど言った３５

件ということでほぼ漏れはないと思いますし、後ほど北海道からも対象となったところの

データがこちらに来るようになっておりますので、それとも見比べながら、もし漏れてい

るのならこちらから働きかけを行うと考えております。

〇委員長 多比良和伸君 辻委員。

〇辻 勲委員 それで、先ほどの申請の関係で総括でもお話ありましたけれども、どこ

かで売上げを決めなければならないから、２０％からとなると思うのですけれども、例え

ばそれに近いぎりぎりの人はどうなのだろうかという部分もあると思うのです。ここが分

からないから、こうすれば２０％以上いったというような部分も出てくるのでないかと思

うのです。そういうためにも相談窓口をきちんと、あるいは説明会の話も出てきたのです

けれども、そういうことも大事ではないかと私は思うのですが、この点についてはどう考

えていますか。

〇委員長 多比良和伸君 商工労働観光課長。

〇商工労働観光課長 為国修一君 説明会につきましても検討したと言っていいのかどう

か、とにかく今コロナウイルスを防ぐには３つの密を避けなければいけないということが

ありますので、まず説明会というのはそれには当たらないと私たちは思っております。今

申請書等を事業者の方に送るのですけれども、そのとき総括でうちの部長からも答弁あり

ましたようにチラシの中に該当になるかならないかのフローチャートも入っていますし、

一番下にお問合せがあったら商工労働観光課にいただきたいということも書いております

ので、忌憚なく我々のほうにお問合せをいただけたら、事業者に有利な方法という方法で

ご相談に乗らせていただきたいと考えております。

〇委員長 多比良和伸君 辻委員。



－10－

〇辻 勲委員 店舗等の関係です。家賃でしたか、これは３か月、５万という部分です

よね。これは、５万が上限ですよね。その辺のところの決定というか、どうしてそうなる

のでしょうか。

〇委員長 多比良和伸君 商工労働観光課長。

〇商工労働観光課長 為国修一君 家賃全額を給付させていただきますと、ただし上限５

万に設定させてくださいという内容なのですが、市内でテナントビルとしてあるのが２つ

ありまして、それともう一つは中央市場のテナント、それとあと路面上の一戸建ての貸し

店舗とがありまして、我々のほうで任意ではありますけれども、調査をかけたところ平均

大体５万円ぐらい、一番高いところで月７万２，０００円ぐらいかかっているところもあ

ります。これは、部屋の大きさにもよりますけれども、７万２，０００円というところが

ありましたから、それらの平均を取りますとおおよそ５万ということで設定をさせていた

だきました。

〇委員長 多比良和伸君 沢田委員。

〇沢田広志委員 それでは、何点かお伺いをしたいと思います。

まずもって、中小企業緊急支援事業ということで今回臨時会でこのように提案をしてい

ただいて大変ありがたいと思っていますし、これを活用される市内の中小企業関係を含め

て多々あるのかなと思っています。そういったことから、確認も含めてお伺いをしたいと

思います。まず、今回は支援事業で事業継続支援給付金から始まって、この関係で中小企

業とあるのですけれども、飲食店も含めて砂川市内に居住をして、住民票を持っている方

もいれば、砂川市内に居住していない、要するに市外に居住して住民票を持っている方た

ちもおります。そういった飲食店の方たちも含めて対象となるのかどうか、それを先に聞

かせていただけないでしょうか。

〇委員長 多比良和伸君 商工労働観光課長。

〇商工労働観光課長 為国修一君 今回の事業継続支援給付金の目的といたしましては、

市内にある飲食店ですとか事業所というものを継続して営業していただけるようにという

のが目的でありますので、その経営者の住民票のあるところということは加味しておりま

せんので、市外の方が市内で事業をやっていただいているのであれば対象にしていきます。

〇委員長 多比良和伸君 沢田委員。

〇沢田広志委員 基本的には市内で店舗、または経営をされている事業者の方たちは対象

になるということで受け止めておきたいと思います。そのほか関連が店舗の関係もありま

すし、結構今回は大きく５点あるわけですけれども、この関連する各種事業の関係もその

ように受け止めておいていいのかどうか、それも聞かせていただけないでしょうか。

〇委員長 多比良和伸君 商工労働観光課長。

〇商工労働観光課長 為国修一君 我々の４つの事業、それと土木課の水道の事業は、全

て同じ考えでございます。
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〇委員長 多比良和伸君 沢田委員。

〇沢田広志委員 ありがとうございます。こういった事業をそれぞれ皆さんがしっかりと

受け止めながら、活用していただきたいと思っているところであります。

それで、いよいよこういったことが提案もされましたし、今日の臨時会で決定されれば

動くことになるのだろうと思うのですが、そこで本会議場での総括も含めていろいろ聞い

ておりますけれども、まずいかにして早く申請をして、それを決定して、そしてそれを必

要とされる方たちにいかに早く手元に行くのかといったことが速やかに求められているの

かなと思っています。そのことから、郵送するということと郵送で受け付けますよという

ことなのですけれども、まずいつからそれを開始をされるのか、そして開始をして、それ

を今度受け止めて決定をして給付に至るといった場合の一番最速の日数というか、期間と

いうのはどのぐらい考えているのか、この辺聞かせていただけないでしょうか。

〇委員長 多比良和伸君 商工労働観光課長。

〇商工労働観光課長 為国修一君 商工労働観光課では、もう既に封詰めは終わっており

まして、議決をいただきましたら封をしてすぐ郵便局にお届けする準備は整っております

ので、早い方で明日には申請書が届くかと思います。申請書を受け取りになって記載して

もらってまた郵送で返してもらうのですが、我々のほうに申請書が手元に来まして中身を

確認する作業を始めてから１週間か１０日後には指定される金融口座に入れる努力をして

いく、そういうつもりでおりますので、１０日後には入る予定でいます。

〇委員長 多比良和伸君 沢田委員。

〇沢田広志委員 最速で大体１０日ほどかかるということで、中旬も過ぎてこれから下旬

に入ってくると、中小企業者というのは支払い等も含めて自分の資金として持っていなけ

れば支払いもできませんので、活用される方たちはそういったことも念頭に入れながらい

ろいろ相談したり申請をしていくのかなと思っていますので、この後、月末が近づいてい

るということも念頭に入れながらしっかりと事務手続をやっていただきたいと思っており

ます。

それで、若干個別でお聞きしたいところもあるのですけれども、事業継続支援給付金の

関係、総括を通しながらでも国のほうでは持続化給付金といったことで法人が２００万、

個人が１００万という形のがあります。これも申請をしてということになるかと思います。

今回の砂川の場合は、売上げが２０％以上５０％未満、要するに国の対象外のところを何

とか救い上げようということは十分理解しておりますけれども、であれば一律３０万、砂

川市のほうに申請をしました、それが通って給付金を渡しましたといったときに市の独自

の部分と国との持続化の関係、この辺が恐らく別々のものだと思うのですけれども、こう

いったときってどういうような対応になっていくのか聞かせていただけないでしょうか。

〇委員長 多比良和伸君 商工労働観光課長。

〇商工労働観光課長 為国修一君 事業実施に当たりましては、事業要綱というのを制定
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した中でそのルールに基づいてやるのですけれども、その要綱の中には国の持続化給付金

を受給された方については仮に我々の給付金が受領されている場合は返還をしていただく

と考えております。

〇委員長 多比良和伸君 沢田委員。

〇沢田広志委員 まさに先ほどの総括質疑の中でも、この辺を市内の事業者の方たちはあ

る部分では一緒のものなのかなという思いも持っている方たちもいるということなもので

すから、この辺しっかりと説明をしていかなければ、思っていることと違うのだなと思わ

れるとせっかく砂川市の独自のこういう施策が生きてこないのかなと思っていますので、

そういった点はしっかりやっていただきたいのですが、ただこれは基本的に両方とも申請

ですから、ではどちらを申請したのかというのは本人しか分からないと思うのです。決し

てないとは思っているのです、私は。ただ、この辺は上手に手続をすると両方給付をされ

るといった場合があるかと思うのですけれども、そういった場合市としてはチェックも含

めてどういった感じで受け止めているのか聞かせていただけないでしょうか。

〇委員長 多比良和伸君 商工労働観光課長。

〇商工労働観光課長 為国修一君 まず、今国の持続化給付金と私ども市の給付金は併給

できませんというのは、申請書に同封するチラシのほうにも明記させていただいておりま

す。それとあと、両方申請した場合のチェック機能ですけれども、先ほども言いましたよ

うに中小企業庁から委託を受けた協議会が砂川市のほうにどこか１か所受付が来ますので、

そこの団体に何とかそういう情報というのを頂けないか会議所を通して依頼をしようと思

いますし、既にオンラインでやられたところは会議所のほうでも大体のところはもう把握

されております。オンラインするときでも会議所のほうに相談なり行っている件数があり

ますので、会議所ですとか、委託業者ですとか、そういうところと連携を取りながら把握

に努めていきたいと思っております。

〇委員長 多比良和伸君 沢田委員。

〇沢田広志委員 今ほど持続化給付金の申請サポート会場の関係が出ておりまして、本日

の５月１８日付の経済産業省のホームページによると砂川市ももう決定されていました。

ハイウェイオアシス館の２階のしらかばを使って、ただ開設が５月２８日からとなってお

りました。近隣でいうと、滝川と岩見沢が２１日から始まって、美唄が２３日から始まる

ということで、ということは本来はウェブ、要するにオンラインでしなければいけないも

のを窓口できちんと説明を受けてするということになると、まさに砂川でするときに砂川

も独自のものをやっていますねといった部分からいろいろ兼ね合いが出てくるのではない

かなと心配はしているのです。基本的には、すばらしいことですから、砂川独自のものも

しっかりと使っていただきたいし、ただ国の持続化給付金が法人で２００万、個人で１０

０万ということで金額も違いますから、もしそういった部分で使えるのだったらあちらの

方も使っていただきたいと思っていますから、そういった部分もしっかりと受け止めてお
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かなければいけないと思うのですけれども、この辺再度考えを聞かせていただけないでし

ょうか。

〇委員長 多比良和伸君 商工労働観光課長。

〇商工労働観光課長 為国修一君 国のほうは、５０％以上の売上げが落ち込まないとい

けないということなので、これは期間が１月から今年の１２月まで１２か月間あります。

我々の考えとしては、今５０％いっていないのだけれども、この先を見ると５０％落ち込

むかもしれないという事業者もいらっしゃると思います。そのときには、迷いなくまずは

砂川市の給付金の申請をしてくださいと、砂川市の３０万円というのを手元に持って事業

継続について模索をしてくださいと、その後に５０％以上の売上げが割れた場合にはどう

ぞ、国のほうが給付金高いわけですから、そちらのほうの申請もしてくださいというアド

バイスはしようと思います。ただ、そのときには制度間の平等性というものがありますか

ら、我々が支給した３０万円はお返しいただくというお願いはすることになりますけれど

も、いずれにしても事業継続のしやすいように事業者の方が選択をしていただいて、また

しやすいようなことを我々もアドバイスをしていきたいと考えております。

〇委員長 多比良和伸君 沢田委員。

〇沢田広志委員 今ほどの答弁で課長がおっしゃった部分というのは、私も共通してそう

いうことは目指すべきことだと思っています。持続化給付金、もう既に初めにオンライン

で申請された方たちはいるのですけれども、今のところ手元にはまだ来ていません。そう

なると、今言われたようにこの間どうしても必要な資金は、砂川市独自のもので少しでも

足しになると言ったら失礼だけれども、これによって経営が成り立つということであれば

大いに使っていただきたいと思っていますから、しっかりとやっていただきたいと思って

おります。

それと、店舗等確保支援給付金ということで今ほどの辻委員の質疑から大体平均すると

家賃が５万円程度かなと、高いところで７万２，０００円と。私もいろいろ全てではない

ですけれども、聞いてみると５万円以下もあるのですけれども、大体５万円、あと７万５，

０００円、８万５，０００円というのがあって、坪数によって金額が変わってくるのかな

と思うのと、テナントビルになると先ほど言われたように、建物の年数によっても違いが

あるのかなと思っているのです。そういったことから、５万円ということだったのですけ

れども、私もなぜ５万円なのかなと思っていたので、５万円ではなくてもう少し上の段階

のほうが私はよかったのではないかと思うのですけれども、ここは調査をしてやられてい

ると思うので、この辺の考え方はいかがなのでしょうか。

〇委員長 多比良和伸君 商工労働観光課長。

〇商工労働観光課長 為国修一君 この上限の設定の仕方は、それぞれの考え方によって

変わると思うのですけれども、私たちのほうは先ほど言ったようにプレジデント観光ビル、

ソシアルビル、中央市場、それと路面店ということで任意ではありますけれども、調べた



－14－

中では最高額が７万２，０００円、最低額が３万５，０００円ぐらいということの話もお

聞きしておりますので、そういったことで４つの平均を取っておおよそ５万ということで

設定をさせていただきましたので、これは高ければ高いほどいいのですけれども、我々と

してはそういう調べたところの平均値を取らせていただいているということであります。

〇委員長 多比良和伸君 沢田委員。

〇沢田広志委員 この辺は、しっかりやっていただきたいと思うのですが、先ほどの辻委

員の質疑からも店舗等確保支援給付金は５５事業所があるということで、手続の関係で確

認させていただきたいのですけれども、今飲食店とかという部分が強いですけれども、例

えば小売店も店舗併用住宅、これは個人で家を建てて持っています。でも、会社は法人格

です。そういった場合に法人格は、個人からこの建物を借りていますよといった場合は家

賃の発生があるかと思うのですけれども、こういったところも今回のこれは対象としてな

っていくのかどうか、いかがなものなのでしょうか。

〇委員長 多比良和伸君 商工労働観光課長。

〇商工労働観光課長 為国修一君 今おっしゃるのは、建物の所有者が事業をやる方と同

じ人で、やっているほうは法人格を持っているということですね。今ここで言う店舗等確

保事業の目的としましては、事業者が事業を継続するに当たって非常に負担感のかかる固

定費の支援をしましょうということでありまして、私どもはその運営をしているオーナー

個人を見ているのではなくて、その事業をやっている事業主体の方たちを見ていますので、

その形態はどのようになるか分かりませんけれども、その事業者が大家さんに家賃を払っ

ているという事実があるのであれば、私たちはこれを支給するという考えでおります。

〇委員長 多比良和伸君 沢田委員。

〇沢田広志委員 言っていることは分かります。ただ、個人で店舗併用住宅を建てて個人

の所有で会社は法人格で別ですよとなると、その会社にとっては個人の建物であっても大

家さんであって家賃を毎月払っていますよとなると、根本的には個人と法人格でも大家さ

んとたな子の状況になるのではないかなと思うのですけれども、そうにはならないと受け

止めていいのですか。

〇委員長 多比良和伸君 商工労働観光課長。

〇商工労働観光課長 為国修一君 私が言ったのは、大家さんとたな子さんの契約がきち

んとなされていて、たな子さんが大家さんに家賃をお支払いしている事実があれば、この

制度の給付金を該当したいと思っております。

〔「契約」との声あり〕

〇商工労働観光課長 為国修一君 ええ、そういうことです。この給付金を申請いただく

ときには、賃貸契約書のコピーと、あと直近の１か月のお支払いをした証明書というのを

つけてもらうことになっておりますので、そこで事実関係を確認したいと思っております。

〇委員長 多比良和伸君 沢田委員。
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〇沢田広志委員 これは、個人と法人格を持っている会社であれば、幾らでも賃貸契約を

結べば建物を借りられますし、その都度家賃も払っていますよということであれば似たよ

うなケースなのかなとは思うものですから、心配しますけれども、この辺基本的にはこう

いったこともあり得るかもしれないということも頭に入れながらしっかりと対応してほし

いと思っております。

最後に、先ほど前段でお話ししたように、いかに早く速やかに対応してほしいかという

部分がありますけれども、そういったときに商工会議所と今回の件についてしっかりと連

携を取ってほしいと思うのです。というのは、こういう内容で、こう決めまして、こうい

う方法でやっていきますよと。というのは、結構商工会議所は市よりも問合せの電話が来

ているのです。例えば商工会議所の会員ではなくても、先ほど辻委員がお聞きしましたけ

れども、会員でない人方も場合によっては商工会議所に電話を入れるのです。ところで、

ほかの周りを見たら貼り紙しているのだけれども、これはどういうことなのだろうね、い

や、こうなのですよと教えていますから、そういったことでいえば決して商工会議所の会

員だけではなくて、市内の業者さんは経済の関係でいえば商工会議所に問合せをされます

から、この辺はしっかりと商工会議所と一緒にというか、商工会議所にこういうような流

れでやっていきますからということを伝えておくと、逆にきちんと会議所でも伝えて詳細

については市のほうに問合せしてくださいとかといったこともあるのかなと思っています。

というのは、あそこは会員さんもいらっしゃいますし、飲食業であれば北観協、社交飲食

協会の団体事務を受託している関係もありますから、そういったことを含めながらしっか

りとやっていただきたいと思います。

最後に、もう一点、申請の関係で、各５つの事業が別々の申請書になっていくのか、も

しくはもう作られているようですけれども、１つの紙に全ての事業が載っているだとかい

ろいろあるのかなと思うので、私は申請書の内容を見ていないので、申請する側にとって

は簡潔で分かりやすく、そして的確なものかというのが求められているかと思いますので、

その辺聞かせていただけないでしょうか。

〇委員長 多比良和伸君 商工労働観光課長。

〇商工労働観光課長 為国修一君 まず、申請書ですけれども、水道は水道で別の申請書

になりまして、我々が用意した４つも別の申請書になります。だから、５種類あるという

ことになります。商工労働観光課の所管の部分でいいますと、５種類あるのですが、業種

によって必要のないものがあります。例えば飲食店の雇用の問題と、あと休業支援の問題、

これは食料品製造業や印刷業の方たちは関係ありませんので、それは同封しておりません。

だから、最低でも２種類しか行かない。一番多いのは、飲食店なのですけれども、飲食店

の中でも先ほど言ったスナックですとかダンスホール、こちらのほうには最高で４種類行

きます。あとは、この４種類とはいかないで３種類か２種類で終わるようになっています

し、今封詰めは終わっているのですけれども、それぞれはぐちゃぐちゃにならないように
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クリップで留めて、それぞれの制度について説明をしているので、分かりやすいような配

慮をさせていただいたと考えております。

〇委員長 多比良和伸君 沢田委員。

〇沢田広志委員 ありがとうございました。大変重要なことであり、求められていること

だと思いますので、今ほどのお話を聞いた中でいろいろ分からない不明な点をそれぞれ利

用したい方がいらっしゃればしっかりとした説明も含めながら進めていただきたいという

ことをお話しして、終わりたいと思います。

終わります。

〇委員長 多比良和伸君 他にご発言ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

次に、１８ページ、第９款消防費、第１項消防費について質疑ありませんか。

高田委員。

〇高田浩子委員 それでは、消防費について質問させていただきます。

備蓄品の購入費ということで、先ほど議場でもマスク等の説明があったかと思うのです

けれども、もう一度伺います。

〇委員長 多比良和伸君 市長公室課長。

〇市長公室課長 安原雄二君 備品購入費の内訳についてもう一度ご説明いたします。

まず、サージカルマスク５，０００枚、あと次亜塩素酸ナトリウム消毒液２０リッター、

ボトルでいいますと空のボトルが１２本、あと非接触型の体温計１２本、それとは別に石

けん２４個、あとペーパータオル２４個といった購入予定となっております。

〇委員長 多比良和伸君 高田委員。

〇高田浩子委員 数のほうで１２本とありますけれども、その内容については配布場所等

について伺います。

〇委員長 多比良和伸君 市長公室課長。

〇市長公室課長 安原雄二君 この１２という数字は、指定避難所が１２か所ございます。

あと、空のボトル１２本なのですが、実際次亜塩素酸ナトリウムは２０リッター用意して

いますので、５００ミリリットルの空のボトルを計算上用意しますと大体４０本使えるよ

うになっております。

〇委員長 多比良和伸君 高田委員。

〇高田浩子委員 今現在この購入する内容については、足りていないところもたくさんあ

るかと思うのですけれども、今後備蓄場所は市になるのか各避難所になるのかについて伺

います。

〇委員長 多比良和伸君 市長公室課長。

〇市長公室課長 安原雄二君 備蓄場所につきましては、各避難所ではなくて、備蓄倉庫

というところ１か所で集中管理していく予定になっております。
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〇委員長 多比良和伸君 高田委員。

〇高田浩子委員 災害対策費ということですけれども、今現在結構足りていない状況があ

るかと思うのですけれども、今現在使用するというようなことはできないのでしょうか。

災害のときにしか各避難所に配らないというような内容なのでしょうか。

〇委員長 多比良和伸君 市長公室課長。

〇市長公室課長 安原雄二君 基本的には、災害時の避難所で使う分を今回予算計上して

おります。

〇委員長 多比良和伸君 高田委員。

〇高田浩子委員 現在いろいろなところが解除に向けて広がって皆さんが集まる機会が多

い場所がそこそこあると思うのですけれども、その後について備蓄されるのであれば避難

所等に災害の起きる前に、今まさしく災害が起こっているような状況でもあると思うので

す。そんな中で、少しずつ足りないところに渡すというような考えについて伺います。

〇委員長 多比良和伸君 市長公室課長。

〇市長公室課長 安原雄二君 例えば今回非接触型の体温計を購入予定なのですけれども、

今現在そういった需要があっても買えない状況が続いているのが今の状態です。ですから、

こちらのほうを予算計上して購入した暁には、災害が起きない場合には使いませんので、

そういったところに例えば学校ですとかふれあいセンター等に貸出しすることは現在考え

てございます。

〇委員長 多比良和伸君 他にご発言ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

次に、２０ページ、第１０款教育費、第６項給食センター費について質疑ありませんか。

高田委員。

〇高田浩子委員 それでは、給食センター費について伺います。

先ほど議場でも質問させていただきましたけれども、その中にも大まかに説明があった

かもしれないのですけれども、その他の経費の内訳について伺います。

〇委員長 多比良和伸君 学校給食センター所長。

〇学校給食センター所長 今崎大三君 その他の経費についてご説明をさせていただきま

す。

その他の経費２５万８，０００円につきましては、通信運搬費２１万４，０００円、こ

ちらは切手代８０円の児童生徒８５０人分、それの３回、この３回につきましては２月２

７日の給食費を返還する旨を通知する切手代、それから保護者の口座番号を確認する書類

を返送してもらうための返信用封筒に貼る切手代、そして保護者のほうへ振込をした旨を

通知するための切手代の３回分となっており、合計で３回合わせて２１万４，０００円と

なります。また、印刷製本費につきましては、単価が１枚当たり１６円であり、通知２回

に必要な封筒、また返信用封筒分の１回を含めまして２，５５０枚分の経費となっており
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ます。

〇委員長 多比良和伸君 他にご発言ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

続いて、歳入に入ります。８ページから１２ページまで質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで質疑を終わります。

続いて、討論に入ります。討論ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

討論なしと認め、これで討論を終わります。

これより、議案第１号を採決します。

本案を、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、原案のとおり可決されました。

続いて、議案第２号 令和２年度砂川市国民健康保険特別会計補正予算の審査に入りま

す。

これより質疑に入ります。歳入歳出一括して質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで質疑を終わります。

続いて、討論に入ります。討論ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

討論なしと認め、これで討論を終わります。

これより、議案第２号を採決します。

本案を、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、原案のとおり可決されました。

◎散会宣告

〇委員長 多比良和伸君 以上で本委員会に付託されました議案第３号、第４号、第１号、

第２号の各議案の審査を全て終了しました。

これで予算審査特別委員会を散会します。

皆様、どうもありがとうございました。

散会 午後 ２時４３分
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委 員 長


